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 早生品種は、早場米として直売需要等への対応、作期分散による大規模経営体

の規模拡大、米麦二毛作をはじめとした水田の高度利用などの実現に寄与できま

すが、現在の県奨励品種には採用されていません。 

これらのことから、本県に適応する早生品種の選定、育成を速やかに行う必要

があります。 

そこで、早生品種の早期育成に向けて育種の効率化を図るため、出穂の早晩性

に関する遺伝子（以下、出穂期遺伝子）に着目しました。 

本研究では、本県の立地や気象条件において、有用な出穂期遺伝子を特定する

ため、県内で栽培されている品種を中心に極早生から晩生までの18品種・系統に

ついて、既知の4つの出穂期遺伝子（Hd1、Hd16、Hd17、Hd18）の解析を行いました。 

その結果、既知の出穂期遺伝子のうち本県において早生性を示す全ての品種で

Hd1が早生型であることが確認されました。 

今後は、遺伝子解析によって最も早生化の効果が高いHd1が早生型か確認するこ

とで、従来早生品種育成に活用されなかった品種・系統について交配母本として

の可能性を見出し、交配バリエーションを拡大し、有望系統作出の一助としてい

きます。 

 

表 複数の出穂期遺伝子の解析結果と出穂期の日数差 

 

（はやまさりは北海道立総合研究機構からの提供） 
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